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Si豆ica　Sand　Deposits　ne批r　Seto

　　City，Aichi　Provin£e

by’1

Toshio　Ansai＆Mitsutaka　Tomita

　　Detailed　geologic　survey　was　performed
by　the　writers　in　the　vicinity　of　Seto，includ一

監ing　Jin－ya，Hon・yamal　lnjo，and　Yatoko．

　　UpPer　Pliocene　＜or　Plio∈PleistQcene）

deposit　unconformably　cover　the　older　gra－

nitic　rocks．　It　is　confqrmed　of　alternation

of　san（1，san（iy－clay，clay　and　gravel　beds．

　　Two　sandy　beds　of　considerable　purity
an（i　thickness　are　explotied　as　sili¢a　sa11（i

deposits．

　　The　silica　sand　is　dominantly，consisted

of丘血e　quartz　grain　and　assodated　with　a

s姻1variableam・untofka・1initeday，
、fnagnetiteンfeldspar，incompletely　kaolinized

fe1（ispar　and　Palaeozoic　chert．

　　Considerab玉y．1argeamount・f・r食reser寸e
is　estimat6d　in　the　vicinity；a　part　of　which

豆s，however，not　so　adequate　to　plat（〉glass，

because　of　inconplete　researching　in　dress－

ing　method　of　the　low　grade　sand．・

　　About8，800metric　tons・of　silica　sand

per　month　is　produced，in　the　area　which

occupies　about　l／3　0f　total　production　of

tbe　silica　s＆nd　in　Japan　for　plate　glass．

　　　　　要　・約

L　調査寧域：　漂戸市北部，北束部

の陣屋，一印所，バ床一帯。

2．地質鉱床：花闘岩を基盤とする

上部鮮新世または洪積世の礫，砂および

粘土の堆積暦で，緩く西方に傾斜してい

るo

　陣屋，本山方面は概して整然とした堆

積暦をなし，八床方面は基盤に近く癬の

寒鉱床部＊元鉱床部

富　田　光　孝鼎

　　　　　　　協
厚さ不定で砂，粘土が不規則に入り乱れている。珪砂鉱

床は陣屋では上下2暦とも良質で厚さ5m以上，若干

の挾みを有することがあるが，鉱量も大きい。この暦は

本国方面に向つて薄くなり品位も低下するQ

・八床ではその中心部では砂暦は合計7m以上ク）厚さ

を有するが，その他では粘土暦と入り交ってまとまつた

砂暦の発蓬が少ない。質的には粗粒で未風化長石の混入

が多い。

　3。　砂の品質：陣屋の砂は良質で板ガラス用に適す

るが，八床方面のものは長石の混入多くまだ板ガラス用　・

には使用ざれず，ビンガラス，鎗物砂等に利用されてい

る。しかし選鉱法の改良により近い将来板ガラス用とし

て使用される可能性は充分認められるQ

4．鉱量：さし当り’探掘可能のものとLて陣屋附近

約12万tノ八床約12万tが推定されるが，八床方面で

はこの中に板ガラス用に不適なものも含まれるQまた相

当量の誹土を行うとすれば陣屋下部に約100万tが予想

される。　　　　　　ノ

　5．現況その弛：本地区内の珪砂および粘土鉱山は

26，　月毒…珪砂8，800t，蛙目米占土1，600t．木1節粘土1470t

白粘土5印tである（昭和25年4月現在）。

　珪砂は附近に散在する約20ヵ所の選鉱工場において

水洗・節分おタび粉陣が行われる（実牧率40～50％）o

このうち板ガラス・用とし七利用される精鉱は約2，0QO

tノ月であるQ

ぺ6．結言：現在のところ本地区珪砂，特に陣屋珪砂

は良輩かつ生産費の低康を特徴とするが，数年後には廉

債で稼行しうる部分はほとんど掘り墨されるものと見

　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　・　　、．　　　…；自粕土
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　　　　A－B断面図

　　　　　　観，・　　　　像　窪　　山
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§

　。　　　　、　　　　　　　第2圖、　瀬戸附近珪砂および耐火粘士鉱床圓

られる。，その場合にはや』低品位の珪砂，（ぺ床その他）　，　　》　　　　　1。緒　　・言　　‘・

の処理，または陣屋下部暦の採掘が必要となり現在のよ　　　瀬戸市を中心とする蛙目，木節粘土に件う珪砂は，從
ド
う
な
好
條
偉 はかなり失われるものと考えられる。　　　　　来から鎗物砂，ガラス製品用原砂，研磨砂等として利用
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X丸』

　　　　鞭鍮一鰹雍

l

Eコ沖籠　LZI木鮒酒
騒聾層』塵亟日～占土を王罐

巨ヨ砂創高融E】謡岩

塵塾離　，匿欝畑研）

匡ヨ紬鵡

され，板ギラス用原料としてはほとんど使用されていな

かつたが，佛印珪砂，朝鮮珪砂の喩入途絶律，宇久須，

佐渡両鉱山の人造珪砂大量出鉱と同時に板ガラス原料用

として着目研究され，昭和24年から一大量に利用される

・ようになりわが國板ガラス原料珪砂生産量の約25％（月

産約2・ogO　t）をしめるに至つた。今回の調査は主として

板ガラス用珪砂を対象とし陣屋附近を中心として昭和

25年5月15日より6月8日i迄行つた。

　　　　　2．用語について
　当地寿で使用される独特の俗語があるので次に略述す
る〇　一

ヱ
〉く位

醤

　シラワキ：礫暦

　白粘土または青粘土：淡織

色，友色の粘土で木節粘土の低

品位のものと考えられる。サヤ

用に供する。

　白木節：木節粘土の高品位

鉱は通常チョコレート色，アメ‘

色等で，黒木節，アメ木節等と

呼ばれる。自木節は友色，淡線

色等で肯粘土と区別が判然とし

ないものがあるo

　ネバ：白粘土の低級のものo

砂気があり使用されない。

　キラ：さらに砂分（微砂）が

多くほとルど微砂だげから成る

もの。

　ムギ王：’クリーム色，淡紅色，

等を呈する粘土で蛙目粕土から

砂分を除いたような箋〉の。蛙目・

に混じて用いられるo　．

　サバ：花崩岩の分解物で，粒

度は直径1cm颯下。長石代用

として利用されるo

皮木1木節粘土中の木片（亜

炭）で．蛙目粘土中にも存在す

る。木節粘土中では暦面に平行

に暦をなLていることが多く7

蛙目粘土中では不規則に散らば

り，暦面に直角に立つているこ

とが多い。

　　3。調査範囲
瀬戸市北部および北東部で，
　　ヤスド
瀬戸市安土町，湯の根町，印所

町，紺屋田町，東春日井郡水野

村上水野，同郡品野町下品野，八床一帯o東西3km，

南北1kmの範囲。

　　　　　4。・地形および地質・

地域内は総てゆるやかな丘陵地からなり，西方は濃尾

平野に開け，水洗も西1こ向うものが多い。、瀬戸市街北東

方の195m三角点を最高とし北東の品野町，西方の水

野村，瀬戸市街地が低地をなし，丘陵の比高は50乃至

70m程度である。

地質は基盤をなす黒雲母花嵩岩とこれを覆う上部鮮新

世乃至洪積世と云われる砂，礫およぴ粘土の互暦からな

る◎

　　　　　　　　　　　　　　傷・
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　黒零母花嵩岩は粗粒・長石結晶は長さ3cmにおよぶ

・＝ものがあり斑状構造を呈し，微量の角閃石を俘う。表面

は藥燗著しぐ・サ憾駄をなすことが普通である。分布は

印所3号山附近，松原山附近，古瀬戸町，紺屋田町東方，

大学山北方等に露出し，印所，陣屋では厚い堆積暦に覆

われ，現在の地形の高所では浅く，低地では深く存在す

←ること，が多く少なくともある部分では基盤地形と現地

とが大体→致しているようである。

　各地区の堆積暦は上部より次の通りである。

　1．陣屋，本山，印所地区

　i・上部礫麿　直径5厚6cm以下φ古生暦テヤート

の礫と，こ塵を張める石英砂，粘土からなり，偽暦が著

しくネバ，キラの挾み数條を挾在する。縣1号山10m，

陣屋北西方で切弱・101m，山の中心30m以上・陣屋南

西方で最大30阻の厚きを有し，縣1号山颯東には存在

しないq

　ii．上部砂層r陣屋珪砂の主暦　縣1，2号山の独立山

で厚さ2．5～6m，、北西方および北方では・2＾》3mで尖

滅の兆あづ，南西方では地表下5～30mに存在するも

のと推定される。縣1，2号山颯東ではこれを欠いてい

’るo　　　　　　　・　　　　　　　　　唇

　iiL　中部礫層1上部礫暦と同檬の礫厨で陣屋中心部’

で厚さ12～15m。北方，東方へ向つてやx薄くなり，

本山以東では最上層となり印所2号山附近では創剥され

ているo

　iv』下部砂層　陣屋親合画では厚さ約6。5m，北西

部ではさらに厚いが挾みが多くなつている。北東部には

なお連続が予想されるが不詳脅ある。南東方の加仙山の

1睦目暦はこの暦の続きと推定され・東方は本山で3～4・

m印所で、2mで質も次第に低下し印所2号山以東には

存在しない。

　v・下部礫層　上，中部礫暦に比しやx粗で暦理が判然

．としないo、本山，印所で厚さ18～22m『，’印所・八床方

面の最上暦をなしているQ

　vi。上部蛙目層　本山以東の切羽において見られるo

厚さ0・7ni乃至2mでr一定Lない。時に下の木節暦中

にレンズ状に挾在していることがある。大体砂質であ

るo

　、v蔦　木節麿　良質の黒木筋で数暦の皮木を俘う。木

山1号で3．4m，本山2号には存在しないので南東に向

つて尖滅するものと見られる。本山斜坑では0．7mと

1．2mの2暦に分れ，砂およびキラを2．5mはさんで

いるo東の印房方面に向つて次第に薄くなり約0。3寓

両盤にムギ土が発達L尖滅する。陣屋方面では地表下

5“m附近に存在することが旧堅坑により確認されてい

るo

　viii・、下部蛙目層　木節暦から漸移し皮木を含んでい』

る。砂質部分，、粘土質部分が不規則に入り乱れ，厚さも

2～5mで一定しない。下部は漸次使用に堪えない砂ま

じりネバに移化し基底礫暦，花闘岩に至る。

　i瓦構造　地暦は緩く西に軍斜構造をなし・全体とし

て4～50であるが，陣屋縣1号山とその西側との間で

はや」急傾斜である。また陣屋北方の尾根に向つ七若干

上り傾斜を示すものと見られる。

　2。八床，紺屋田地区

　八床方面の単暦は花崩岩に近く，大体陣屋・本山方面

の木節暦の直ぐ上位まわは下位に相当するもので第るが

かなり不規則で厚さ，質，重なりの順序等場所によりか

なり変化に富んでいる。

　L　礫層　最上暦で，陣屋・印所の下部礫暦に相当す

る。八床日本珪砂山阻近と紺屋田との間の尾根で最大20

m以上の厚さを有し，その周辺の切羽附近では10m　r

または以下，日本珪砂山およびその南西方一幣ではこれ

を欠き，北方では10m以下，さらに北西の品野町低地

方面では20m域上の厚さを有する◎また紺屋田より

東，五位塚方面では欠除する。一

　ii．上部粘土層主として白粘土よりなるが，砂質の

レンズ，キラ暦等を俘い，下部が砂または砂質粘土に漸

移すろζとがあ為q大学山1号，．日本珪砂山等で白粘土

として若干採掘される。摩さは2《喝mで変化に富む。

　轍．砂暦砂，肯粘土およびキラから成り，庫さ3～

7mg砂からなる部分の厚さは日本珪砂山の2，2mが最

大，他は白粘土，キ勇との互暦をなしているQ日本珪砂

両，馬場八床山，品野陶丑八床山，紺屋田西山等で珪砂

として探掘さわて検・る。一般に粗粒で長石の混入が陣屋

に比し多い。

　iv．下部粘土暦　白粘土またはr白木節ようなり，厚さ

1《・2．5m，この種の粘土としては良質である。大学山1、

号，2号〆瀬戸工組八床山，’目本珪砂山，五位塚山等で

探掘されているo

　v．砂または蛙目麿　厚さ3m以上あり，下部に薄い

白粘土またはネバの暦を伴うことがある。瀬戸工組八床

函，日本珪砂山，馬場八床山附近では粗粒で長石を多く

混えた花歯砂に近い砂層となり，品野陶王八床山，五位

塚申，紺屋田西山等では砂質の挾みを俘う蛙目暦となつ

ているoまた大学山1号附近ではこの暦はキラ7ネバを

主とする厨になつているo

　砂として探掘するのは日本珪砂山，馬場八床山・蛙目

粘土として擦掘するのは品野陶土八床山，、五位塚山，．紺

屋田西山等である。
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　vi．基底礫層花崩岩礫および古生暦の黒色粘板岩

礫よりなる。著しく風化を受け，砂または砂質粘土駄を

なすことが多いげ

　v江　構造　地暦はほとんど水手に近いが僅かに西に

傾斜している。八床から東の尾根にかけては若干上り傾

斜を示しナ西および北の谷に向つては下り傾斜を示すo

特に八床丸山から品野の谷に向つては20。の傾斜で北西

に落している。196m三角点の東側を通り南北の断暦が

あり，東側が約10m’落ちている0

　3．水野村松原山附近
　陣屋の北方尾根の北面で，さらに北の水野村の谷には

白粘王，木節の厚“堆積暦があるが本調査では松原山附

近のみにと黛めたQ

　i，1礫層　陣屋，印所地区の中部礫層に相当する。松

原山西方，北方等では下部礫暦に相当するものと合して

厚い礫暦となつているo

　ii・砂層と粘土またはキラの写層厚さ7’｝25m，松

原山で昧2暦の砂暦（0．2mと2。5m）と2暦の白粘ニヒ

層（0．6mと4m）が整然と互層するが，その北方では

1～3mの砂，キラ，ネバの暦が著しい偽暦を俘つて複

難に互暦し，西方では厚さ1～3mの砂，キラ暦が礫層

中に挾在している。

　iii．構造　ほとんど水手またはゆるく北に傾斜する

所もある。基盤は北に5・》100位傾斜Lているので北部

の水野村の谷では厚い堆積暦が発達する。

　　　　　　　　　5．鉱　　床

　i．陣屋北西方　上部砂暦は品位低ぐ．尖滅の傾向に

ある。下部砂暦はキラ，小礫の挾みとも最厚10m以上

あり上牛粗粒質，下牛中細粒で下牛が純度が高い。東端

はキラ質で薄く，西端ば水準面下に突込み，その聞約70

m，また山側（北）へは20mが排土済みで，その奥は排

土15mを越えるo

　i重．P陣屋西方比高約50m，：NE～SW700m，NW～

SE300mの丘陵地で上部礫暦に覆われ，上部砂暦は地

．域の北東端と西端では地並に，中央北側では地並下7～

8mにあり，厚さ不詳，採掘可能範囲は丘陵の北麓に滑

　う一幣であるがいずれも大量の誹土を要する。

　鐙．陣屋　上部砂暦は2つの独立山に発達し，厚さ6

m以下，かぶりは最大20mに蓬するが品位良好，は

さみ少なく全部採掘可能であるQ

　下部砂暦は中部礫暦（厚さ10・》13m）に覆われ，組合

1号山では厚さ6．5m，上部砂暦に比しネバの挾み，焼

けが多く，爲厨が著しくて粒度不均一である。この暦は

本山方面へ大体10mのかぶりを持つて連続す為が，薄

　くなるとともに品質低下の傾向にある。陣屋河原の道路

下には浅く存在するが探掘可能か否か不明である。加仙

の蛙目暦（厚さ7m）はこの暦の続ぎと見られ，両盤に木

節暦（各耳m）さらに干部に2m颯上の蛙目暦を俘う。

　iv．本山　中部礫暦が最上層をなし厚さ4～5mで

ある。下部砂暦は厚さ最大5mにおよぶがキラ，ネバ

の挾み，小礫を俘い品位は低い。下部礫層は本山1号で．

18m余におよんでいるo

　木節粘土はいわゆる本山木節と呼ばれる良質の黒木節

で，本山1号では厚さ4m，斜坑では11．2mと0．8m

の2層でキラ，ネ・｛，砂の層4mを換み，1部は青木節

になつているo

　本山2号では礫暦のかぶりほとんどなく，木節暦は厚：

さ0．3mであるo本山1号を中心とし東1西400m，南北

200mの範囲は古くから無数の坑道により採掘された跡

で（実牧率50％？）現在再度の採掘を行つているQ

　木節暦の上下磐に蛙目または砂の暦を件：うQ本山1号

では上暦0．8m，下層4m，本山2号では上暦2m，下
暦2m以上，斜坑でほ正暦1m，前記2暦の木節の中

間2．2m，下層の厚さ不詳であるQ概して上暦は砂質で、

一部は砂厨となり，下暦は粘土質の普通の蛙目粘土であ

る◎

　v．印所　本山の北東に続きほとんど同一の状態にあ

る。下部砂暦は2m程度に薄くなり，小礫，焼けを件

つてほとんど稼行便値なく，印所2号山上部で切れるQ1

木節層も薄くなり，印所1号で1m，2号では0．5m

となり尖滅するが，ムギ土が両盤に各々0．5mおよぴ

下部蛙目暦中に1m発蓬する。上部蛙目暦は印所1号

ではネバを挾み約2m，2号では0．6m，また下部蛙目

暦は1号で5m嫉上，2号で約6m，3号では上下合し

て約8mで，いずれも砂質部分が不規則に混つている。

　vi．八床大学山附近　かぶりは下部礫暦で，大学山1

号では3m域上，2号では12mある◎当地域の上部

粘土暦は大学山1号では約3mで芝下牛分は砂質，焼げ

著じくて贋値が乏しく，2号では3mで白粘土として

採掘され，瀬戸工組八床山では砂質ネバで償値がない。

　砂暦は白粘土中に砂質部分がレソズ1伏に発達するもの

で，1m～5mの厚さを有し，大学1号山，瀬戸工組八

床画で白粘土とレて採掘寄れ（実牧率30％），砂として

稼行贋前直ある所は少ないo

　下部粘土暦は大学1号山と瀬戸工組八床両では2m

あり比較的良質の白粘土を産し，大学2号山では砂気粘

土である。

　砂または蛙目厨ほこの地区内では砂層となり，・大学1

号山の北方一帯の地表に2m以下の厚さで露出してしヤ

る。範囲は径2～300mで焼げは除去されているが長石

39一（425）
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が多＜，厚い所が少ない。現在氣大演習林地内のため採

掘は許可されない。

　vii．紺屋田西山および旧小松山跡・三角点をはさみ

大学山の南側に当る。この地区の上部および下部粘土暦

はキラ質で利用償値乏しい。

　砂暦は紺屋田西山で厚さ3．5m，うち1．5mは粗粒

で焼けが強く，長石をかなり俘う。旧小松山では1m

で粗細粒まpり，同じく長石，焼けを相当量件：う。その

北部では05～1mに薄くなつている01

　蛙目または砂暦は紺屋田西山では厚さL8mの蛙目

　　23　　　　　　25

品野陶土八床山　　工組五位塚

　　　巡表　　　　　　　　地表

1、

毒
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蔵

、

　学
．書

粟…

　　だと　

　十

蟹裟．＃
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　十
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　暑

暦をなし，旧小松山では細粒でキラに近い1mの砂ま

たはネバ暦を冷している。

　紺屋田西山と旧小松山中間の礫暦のかぶりはせいぜい

5御7mであるが北部では10mを越える。

　viii．八床，馬場　礫暦のかぶりがほとんどなく，八

床珪砂の大部分をテ董出㌧するo　・

　上部粘土層はキラ質白粘土で1～5．5m，稼行便値は

乏しい◎

　砂暦は厚さ日本珪砂山で23m二馬場でキラ共6m，
『
小
松
山 1．8mでいずれも粗粒，未風化長石の混入があ
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曳



るo

下部粘土層はL5m以下曝バ，キラで廃土として

除去されるo　　㌧　、　　　　1

　蛙目または砂の層は，大体において砂質で砂層と変り

なく，日本珪砂出厚さ4m以上，馬場で6．5m．小松

山1mでいずれも粗粒質で長石を常に若干含有してい

る。　　一　　　　　　、　　　」

　この地区の粘土，砂の暦は周辺め高地に尚つていずれ

もキラ質の暦に変り，厚さも総計5～7m程度に薄くな

つているo

　地域東端にある丸山（休山）には黒木節層が訪り，走向

N500E，・傾斜230NWで品野町の谷に・向つて落してい、

る。上部から礫暦20m，砂質粘土2．5m，白粘土1m，

砂およびキラ2血，白粘土および木節2。3m，キラ2m，

砂3m以上である。

　ix』八床・西山，品野陶土八床山　かぶり裸層嬬切

賜面で厚さ4々5m，尾根では15m程度である。

　上部粘土層は砂のレγズを挾んだネパ層で厚さ4ル8

m，西山では下部がアメ木節に移化する。

　砂暦は西山になく，八床山ではキヲとの互層，厚さ

1．8m，粗粒で焼けを俘い・・容易につぶれる程度に風化

しているが長石粒を俘う。

　下部粘土暦は西山になく，入床再では厚さ1mのネ

バ暦をなす。

　蛙資または砂の暦は厚さ西山5。5m，八床山2．5m

でともに砂質部分1mを有する。この蛙目暦は爲暦著

しく蛙目質部と砂質部が不規則に互暦し，砂質部分は概

して粗粒，焼けが多く，未風化長石を含有するので・特

に珪砂のみを対象として稼行に贋する部分は少ないQ

　この地区と馬場埴区の中間の尾根はかぶり15m程度

あり，砂，粘土暦の連続状況がよいとしても採掘は容易

でない。

　X．五位塚紺屋田東方の低い丘陵地で，凹地には花
醐岩，サヌが露出し，花崩質砂，・粘土よりなる小丘陵が

蓮続する。五位塚山は直径約50mの小丘陵で，かぶり

礫層最厚5m，上部7mは白粘土を主とし，1m程度
の砂2暦を挾み下部に約5mの蛙目暦がある。

　附近の地表には花崩質砂の露出多く，北東，東方のア

　メリカ1耳・開懇地画等に連なる0

　　　　　　　　　6．砂の品位

　用途により要求する品位が異り，また水洗・粉碑等の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ工程，方法により精鉱品位が変るので原鉱品位ぱ一概に

決定し得ない。要求品位は

　i．板ガラス原料用：Fe203は少ない程よいが，大体

の目標は0・1％，A1203も少ない程よし、・Q大体1％以下o

愛蜘縣瀬戸市附近珪砂鉱床調査報告　（安斎俊男ド・富田光孝）

　、
　　　　　　　　　　　　　　種度は32メツシ」ん’120メツシュ。

　ii・ガラス製品用：Al2034～5％（長石として）のもの

が用いられる。

粒度は大体60メッシュ以下o

　iii．鎗物用＝かなり低品位でよい。粒度ほ多檬であ

るo

　本地区内各暦の珪砂（粗鉱）の特徴1は次の通りである。

一般に云つて砂暦はほとんど石英砂からなり不純分の主

なものはカリ長石である。次いでわずかの粘土分，水酸

化鉄，Tio2で水選粉砕によつて除去されるものは石英

微糧を主とし，粘土分が次ぐ。長石分，鉄分も各々百分

比は下る，が，TiO2は除去されず，むしろ百分比が上る

傾向を有する。

　i・陣屋上部砂層　比較的細粒（30メッシュ以下）で，

粒度均一，はさみ，焼け，長石に，乏しいo最良質で板ガ

ラス用に適すお。分析値は次の通り（分析者：地質調査

所化学課前田憲二郎，山田貞子）。

　　　　　　　　　　縣1号山　　縣2号山
　　　SiO2・の一・σ・。げ卿一・95．72。ρ…　　σ・◎，‘95．34

　　　Tio2。‘曹の・・‘一一・・0．08禽一一8・“停0．Q8

　　　AI203一一一・召・“σ・2．45・9…　藍。一貿2．94

　　　Fe203………∴”0．34一・……■0．25
　　－CaO。“‘・。・”σ・‘層・0．01。““σ・σqσ0．01

　　　MgO・・〒8・・…卿…0．02・8・……’0．01

　　　K20・・守………一〇．18…8…8・β0．10

　　　Na20・1……乙…・0．08………σ0．08
　　－H20・一…一…0．25・一…∴0．32
　　　1g・1・ss……一・0』75更8，・一・一〇・81

　　　Total・8一命一曜・一99．8846一◎8・。・99．94

　　　　不純分は主なものは粘圭鉱物である。

　ii．陣屋下部砂層　上層に比し粗粒の部分が多く，時

に小礫を混え，ネバ，キラの挾みも多い。陣屋北西方で

は焼けが少ないが組合1号山では暦下孚に焼けが見られ

低品位である。本由，印所方面でも焼けがあり，印所で

は小礫を交え低品位である。・陣屋のものは箪分・粉碑工

程を経て板ガラスに使用される。分析値次の通り（分析

者同前）。

　　　　　　　　　　陣屋組合い　　　　　加仙山

Sio2

Tio2

　AI203

　Fe二〇3

　CaO
　MgO
　K20
　Na20
－H主O

　Ig．IOSS

　Tbta1

丸仙山

94．90

　0．12

　3．04

　0．23

　0．01

　0．02

　0．52

　0．13

　0．17

　0．83

99．97

1号上孚

95」29

　0．12

　2♂80

　0．27

　0．01

　0．02

　0．12

　0．03

　0．29

　0．87

、99．82

同左下孚

　92．64

　0．09

　4．32

　0．42

　0．01

　0．03

　0．52

　0．14

　0．36

　1．44

　99．97・

（砂質蛙目）

75．36

　0．18

　15．11

　0．34

　0．04

　0．06

　2．81

　0．36

　1．22

　4．40

　99．88
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　姫．八床　大体粗粒であるが粒度は不揃いで小礫を

，件うこと炉ある。i陣屋に比し長石粒の混入が多いがその

大部分は指先で容易につぶレうる程度に風化している。

キラ，ネバと入り交つた部分は概して鉄分が少ないが，

一般にかなり赤昧をもつており，時に磁鉄鉱微粒が小レ

ソズをなすこどがある。水洗，節分，絵陣を充分行つた

上微粉を若干犠牲にすることによつて板ガラス用に使用

可能と思われる。分析値次の通り（分析者同前）。

　　　目本珪砂　馬場
、Sio2　　　92．72．　　　91．34

Tio2　　　　0．05　　　　　0。05

A1203　　3．70　　　4。79

Fe203　0．22　　0ユ7　，
、CaO　　　　　O．01　　　　　・0．01

MgO　　　　O．03　　　　　0．03

K20　　　　　2．09　　　　　2．32

Na20　　0．26　　・0．20

－H2α　 0．12，　．0．21，
Ig．10ss　　O．60　　　　　0・87

Total99．80　’g9．99

旧小松　犬学両北方、
採掘掘　（未開発地）

90．49　　　　・94．64

0．04　　　　　0．05『

5．36　　　　2．91

0．20　　　　　0．22

0．01・　0．01
0．03　　　　　0．01

2．62　　　　1．39

0．17　　　　　0．04

0．11　　　　　0．04

0．83　　　　　0．56

’
9
9．86　’　　99。87

聾．軍位塚方面　きわめで粗粒で花崩砂に近い成分

で，・、20％～40％程度の未風化長石を含有しているが，石

英に比し脆いので水洗過程でその大孚は除去される。粉

陣法等の研究により将来板ガラス用．に使用しうるように

なると思われるo

ガラス製品用どしては充分であるo分析値次の通り（分

析者同前）。

Sio2

Tio2
A1203

Fe203

CaO
MgO

開墾地自　　　　開墾地画
87．34　　　　K20　　　　　2．96

0．11　　　　Na29　　　　0．15
7．30　　　　　－H20　　　　　　　　　0．22

0．28　　　　　　　．Ig．Ioss　　　　　　1。60

，0．01　・　　　Tota玉　　　　gg．99

0．02・

v．“蛙目　一般に粗粒であるが長石，焼け等は少ないo

粘土分の除去く水簸）が充分ならば粉陣して板ギラスに適

すると考えられる。既に混合用には若干用いられて》．

・る。分析値の一例は次の通りである（分析者同前）。

sio2

Tio2
Al203

Fe203

CaO
MgO
K20
N’a20，

一H20
1g．10SS

TotaL

品川品野水簸工場　　　同　　左
（30メツシュ域上）　（30メ．ツシュ域下）

97．18

0．02

1．32
0114

0．01

0．01
『q．83

0．06

0．01

0．36

99．94

95一．58

0．07、

2．11
0．’22

0．01

0．02
1．32

0．02

0＝04
0．46
99．85

なお実牧率は30％前後，30メツγユ上下はほ一黛同量◎

　　　　　7．鉱　’量
i．さしあたり採掘可能な場所

場 厨瞳（瓢・）干蟹さ韓（t）1

陣屋縣1号独立山、 4，000

陣屋縣2号独立山　3，600
陣屋北西方（築谷丸仙・　3，600
河地山）

陣屋西方（関西無業附近）　1・600

陣屋，組合1号附近　　750

　　　　　　　’2，4〕0
八床，日本珪，小松山r　1，500

　　　　　　　　800

八　　床，馬　　場

紺屋田西山，旧小松山附近

五 位 塚

水野村松原山

5，200

5，600

3，600

4
4

6

6
5
3

4

2．5

1。5

1，000　’　　2．5

1
1312×104
12．9》〈104

4．3x104

1．6×1104

0．7×104

4．8×1104

4，0×104

2．8×’104

1．1×’10崔

0．5×104

品 質

板ガラスに』適Q　1

　同一　上

　同　王

　同・上．
同上　や工鉄分多い。

粗粒，長石粒残る。一部
粘ニヒ質，処理法充分なら
ば一部板ガラスに’適す
るo主として鎗物用o

　同　上
長石粒，鉄焼けがある。
板ガラス用に一部適する

長石粒が多いガラス製品
用には適する◎

鉄焼け多く板ガラスに不
適。

備 考

確
、
定．

推定
推定　回部に排土厚い所参あるo

予想・

推定

推定

推定　蛙目質・キラ質の挨み多

いo　　　　　　　　　　　　　　g
推定　低品位で暦薄く探掘に不
利Q

推i定　白粘土1・蛙目採掘の排土
の一部。

推定　白粘王と共に．採掘されるo

42一（428）
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ii．将来操掘可能になると見られる場所

　　　　　　　『
場 　　　　　き所　　面積（m2）1

陣屋下部砂暦（縣1，2号
の下）

陣屋上部砂暦，陣屋西部

本　　　　　　山

大学1号山1北方

125，000

30，000

20，000

大体径
200m
の範囲

幣さ1

3

5

3

1～2

鉱量（t） 品 質

75×104・南東牛は蛙目質・東牛は
　　　暦薄く焼け強いo

3Q〉qO4

12×104

約一
10×1Q4

焼け強く良質でない。

長石やN多いQ・

備 考・

8．’採鉱・選鉱

　探鉱はほとんど露天掘であるが，木節稗土だけは本霞P

のように古くから坑道掘が行われている。坑道は数年以

内でつぶれ，掘り残し部分を数回にわたつてくり返L探

掘する。可探率は60％程度であるが，本山のように残鉱

を露天探掘する場合がある。坑道掘は現在のところ，高

品位の木節粘土（トン当り1，000円以上……調査当時）

に限られているo

　露天掘では撲土を数段の階段掘りで行つて掘り進む

がり本地域は市街地に近い丘陵地に当るので排土置場に

乏しく11回排土した土をふたNび排土するようなこと

が行われている。從つて陣屋縣1号の下部，陣屋西方等

の採掘を行う場合には排土が最も問題であるQ

　’排土の厚さは木節粘土では暦の厚さの6倍，蛙目粘土

で3倍を限度とするが珪砂の場含は大体2倍程度が探算

限界と見られるo

　採鉱にはすべてスコラプ・ツルハシ・テコ等を用い，火

藥・機械は使用されていない。

　砂の選鉱は切羽において特に見立つキラ・ネバ・焼けを

”取除き』附近の珪砂工場で次の過程に．より選鉱される。

　〔例：日豊珪砂，最絡ト・ソヌルの30目なる理由は不

朗〕、

　水
　　＼
　原砂→麗搾機→トロyメル（7目／インチ）→分級機1

　→第2麗搾機→分級機→トロンヌル（25目ノィンチ）

25阯■三灘門
　　く　フ・・ソ・曙齢翻
25目下＼分紐機／

撒ト・ンメル幽・畷石懲

　以．Lは板ガラス用の場合で，ガラス粉用としてはト●ロ

ソメル（25目位）の後チューブミル湯陣を乾式で行い，ま・

予想陣屋河原附近は排土薄い
が一一部道路下となるoイ也はヨ非

土，10m域上o　．

予想地並下にあり，排土10m
位，入家に接し探掘可能か否か
不明。

確定
推定表土なし，大学の演習林
丙。

た鋳物用としてはトロンメルのみが普通である。板ガラ

ス用の場合の実牧率は次の通りである。

　　　　　　原砂（陣屋）100％
　　　　　　　1
　1

砂50
’↓

32目節
1

　　　1
廃石（大塊，微糧）50

　↓
砂（3唄上）40
　↓
コニカノ1！ボ・一ノレミノレ　・

　「

　　↓
砂製品（32目下）10

　　1　　　　　　』↓
廃石（微粉）約13‘．砂製品（32目下）約27

　　　　　砂製品』計37～40％

水洗工場は陣屋・紺屋田を中心として水利便の場所に

1G数工場が散在しているoこの中板ガラス用珪砂の生

i産に当つているのは日豊1河地・陣屋・扶桑の諸工場であ

るo

各工場の製品分析値は次表の通りである（分析者，地質

調査肪金子博酷，大森えい）。

Sio2

Al203

Fe203

Tio2

CaO

MgO－
K20
：Na20

1g．10SS

Total．

覇盲珪砂
（轡蔦）

（
一部板
ガラス
用

　　F

　　ヨ　　i　
河地窯業陣屋工業鈴木（憶）威田商事

（蠕ラ）

97．62　　　97．06

0．45　　　　0．75

0．17　，　　0．11

0．50　　　　0．50

－
0
．
0 4　0．05
0．02　　　　0．04

0．30　　　『0．40

0．32　．　　0．28

0．27　　’　0．44

99．69　　　99．63

（蠕ラ）
工　場
（蠕フ）嚥角〉

97．32　　　97．66　1

G．78　　　　0．68

0・0810・1ρ1
0．35　 　　0．35

0．04 　o．01
’
0
1
0
3 F　O．03

0．30！0．29…

0．42　、　　0．20

0．43　 　　o．43
　　99・㌘51，bg・75、

92．83

1．68

0．46

1・96、

0．03

0．02

243
0．47

0．37

・99．95
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！増岡窯業
屠通ガ
Kラス用

目石粉
Sio2’

Al203

Fe20ぎ

Tio2

CaO

，MgO
K20
Na20
1g。10SS

Tota1

・93．88

3．06

0．34

0．20

0．02

0．04

1．58

0．48

0．20

99．80

増岡窯業
普通ガ
（論用）

93。741

、2．31

0．17

1．01

0．04

0．03

1．74

0．60

0．32

99．96

瞠幸鵬霧湘暫工　　場根工場　根工場
（蠕ラ）t（磐副、（饗副．

98．27

0．38

0．07

0．40

0。03

0．05

0．21

0．14

0．34

99．89

98．18　　　98．41

0．45　　　　0．32

0．09　　　　0．07’

0．50・　　　0．30

0．03　　　　0。01

0．04ロ　　　0．04

0．24　　1　0．16

0．08　　　　0．09　　　・

’

0．36　　　　0．34

99．97　　1199．74

，　　　・　　9．現況その他

・今回の調査範囲菌では稼行鉱山数26，月淺原砂8，800

t，蛙目原土1，6QOt．木節470t，自粘土500tであ［る。

砂のうち，板ガラス用に使用され為ものは約5・000tで

ある◎

珪砂精製工場は瀬戸市内，および周辺に約20ヵ所乳こ

れら工場までの蓮搬（2km厚丙）は主として馬車によつ

ているo

贋格は、（昭和25年春，t当り）原砂50～150円・蛙目

原土400《・500円，木節700～1，300円，白粘土30q円位

で馬車蓮賃はt当り50｛・150円位であるq

珪砂製晶は鋳物用500円位，板ガラス用1，500円位，

探掘所名
陣屋縣1号
向
。 上2号
同F上組合1号

同　上2号
同　上河地
，同上丸仙（愛瀬）

同　上築谷

関P西窯業
加　　藤
一加．．　仙

本山1号，2号

本山斜坑
　　　印所1号

印所2．号
印所3号
大学再1号
大学・［山2『号

．工組く床
　日本珪砂八床

馬場八床
小　　松

紺屋田西山

西　、山

八・　床

五位塚

享　業　主
愛知縣

同上
愛知縣窯業原料工業
協同組合

．伺上
河地窯業原料：K．K．

牧
、 慶次
築谷高太
関西窯業K．K．

加藤英一
加藤政良
瀬戸陶磁器工業協同

組合

愛知縣

瀬戸陶磁器工業協同
組合

同上
瀬戸陶磁器工業協同
組合

加藤新一郎

同上
瀬戸陶磁器工業協同
組合

日本珪砂採掘：K．K．

品野陶土K．K．

小松製作所
愛知縣無業原料工業
協同組合、
瀬戸陶磁器工業協同
組合

品野陶土K．K．
瀬戸陶磁器工業協同
組合

探掘鉱種 25年4月
月産（t）

珪砂
同上

同上

同上
同上
・同上、

同’上

同上
同上
蛙目粘土
木節粘土・

蛙目粘土
木節粘壬

木節粘土

蛙目粘土
木節粘土

蛙目粘土

ムギ土
蛙目粘士

白粘土．

同上

1，000

1，500

2，700『

　？
200’》300

400

800

100

100
F20

100
400

50

400
少量

｝・5・

200

50

150

同・上’　80

珪砂1，700
白粘土　少量

珪　砂　一『
蛙目粘土写一

珪、砂　 40

珪イ砂　250
蛙目粘土　　100

蛙目塩占土　　　、250

蛙目粘土　　200

蛙目粘土”　150

白粘堕土　．80

人、員

7
12

15

早

．3～5

？，

？

2～3

8

19

2

10

2
4《プ5

3、

3

．2

10

2

1

5

5
．6

3｛’5

仕嘩先および用途

燦膿隈糀
主として板ガラス

　　　1
自家，板ガラス

日豊，板ガラス

自家，日豊板ガラス，鎗物

備　　考

25年7月頃より生
産低下

25年7月開始

・25年6月頃開始 ・

附近諸工場陶器花器

同上
同上
同上
同上
同上
同上
筒上
同上
附近諸工場陶磁器

同上
サヤ
同上
同上，

同上
同上
成田商事，普通ガラス，鎗物F

自家鎗物

｝趨糖料ずンガラス

諸工場，陶磁器

同1上
同上
水野村工場鋳物　’
諸工場サヤ

採掘準備中
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ガラス湯（俵入）2，000円位である。また蛙目水簸珪砂は
『
3
0
0 ～400円位である0

　　　　　　10．結・言
　本地区の珪砂鉱床は福島縣相馬地方，福岡縣南部地方

と類似の花嵩岩源の堆積珪砂鉱床に属し，宇久須・佐渡

両鉱山とともに本邦の註大産地に算えられるが，その板

ガラス原料としての利用はまだ日浅く，今後に種々の問

題を残しているo

　その長所としζて拳げら，れるところは　　　　　　夢

　i．陣屋附近の砂は純度高く，大量生産に適しているの

で板ガラス用として好適である。

　ii．現在採掘中の各切羽は採掘容易であり，選鉱も簡軍

にできるので生産費は三大産地中最低である◎　・

　iii．立地條件がよく，ガヲス製邉工場までの蓮賃が低

廉である。

　iv．将来選鉱の研究グ進んだ場合，陣屋だけでなくほ

かの箇所（八床・赤津・八草等）の珪砂も板ガラス用に使用

可能となれば鉱量は極めて大きくなる。

、短所とされる点は

　i．さし当り採掘可能と目される陣屋附乖の鉱量は12

万t内外で，しかもこのうちかぶりの庫い所がかなりあ

り，鉱量は大きいとはいえない。八床方面のやX低品位

鉱を合算しても20万t程度に止まる。

　ii．採掘業態が小さいため，大規模，合理的な探掘が行
r
わ
れ
な い。このため，鉱床の若干の品位の低下，層が若

干薄くなること，か．基りが若干厚くなること等によつて

ー直ちに採掘を不能ならしめるo

　iii．陣屋地区の排土置場不足。

　iv。水の関係で大規模な選鉱場の建設は困難であるか

ら，原砂の配合によつて用途別に適当な精鉱を生壼する

ような合理化がむづかしいo・　　　　、

　以上のことから次の諸点が今後に残された間題であ

るo　、　　　　　！
　i．八床附近の珪砂をほじめ，赤津，八草等の砂の板ガ

ラス用への利用研究。これは水洗，粉埣の問題であると

同時に使用工場の研究課題である。

　H．陣屋西方および下部砂暦の採掘の間題。

　陣屋西方は地並下であり，市街地に接するので当分可

能性はない◎下部砂厨はその大部分が10m内外の礫暦

匠覆われて駒り，排土置場にも乏しいカ》東孚本山寄り

は厨薄く，品位も低いと推定されるので，この方面を排

土置場として操掘するこどが考えられる炉，かなり大規

‘模な工事となるo

　圭iL從来板ガラス用としてはあまり．利用されていなか・

つた蛙目珪砂は，水洗充分ならば板ガラス用に適するも

のと考えられる。既に赤津方面のものが一部混入利用さ，

れ七いるが将来は他の地区の’ものも利用されるべきもの

と考える・しかし，蛙月粘土の溝費章にも左右さ飽るか

らその生産量には自ら制限がある。

　以上を総括すると今後3～4年位の間に良質で掘り易
　　ロノい部分はほとんど掘り露されると考えられ，上記のいず，

れかの問題を解決して行くこと、となろうが，いずれにし

ても設備り増設を含む若干のコスト高は霧ぬがれないで

あろう。（昭和25年5月，6月調査）

　　　　　　　文　献
　1）7万5千多治見図幅。
　2）清野信雄，曾我杢鮪：愛知縣瀬戸附近粘土，長
　　右および石英調査報文，ド工業原料鉱物調査報告・

　　，Nol皿，大正11年．
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On　the　C既・WO3Deposits　at　K覗ga．・

　盆egi餌，ぬmaguchiPrefect鵬㌧

　　一In　th¢Umemki　Area
　　　我na　FujigI遮tani　Mine一一
　　
＊鉱床部

by

，T6mio　Hattori

ナ　Umenoki　No．1－No．4deposit3in　Kuga．

mine，Taihg　Nα1deposit　and　Otaki　deposi㌻

in　Taiho－mine　are　of　pyrometasomatic　ones・

concernihg　Palaeozoic　limestone．
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